


邸
宅
公
開
と
収
蔵
品
の
展
示

２
０
２
１
年
度
に
引
き
続
き
、
毎
週

土
曜
日
お
よ
び
月
２
回
の
日
曜
日
午
後

に
、
邸
宅
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
は
土
曜
日
の
11
時
か
ら
と

14
時
か
ら
の
２
回
実
施
、
自
由
見
学

制
も
併
用
し
ま
し
た
。
日
曜
日
午
後

は
、
自
由
見
学
制
の
み
で
の
公
開
を
し

ま
し
た
。
休
止
し
て
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

も
、
受
付
で
の
聞
き
取
り
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
再
開
し
ま

し
た
。
団
体
見
学
は
、
感
染
状
況
を
見

な
が
ら
受
け
入
れ
を
再
開
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
の
見
学
者
数
は
、
合

計
９
４
９
名
（
う
ち
有
料
見
学
者
数

８
８
５
名
）
で
す
。
以
前
ほ
ど
で
は
な

い
ま
で
も
、ま
だ
注
意
が
必
要
で
す
が
、

今
後
も
お
越
し
い
た
だ
い
た
お
客
様
に

は
、
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
２
年
度
は
、
邸
宅
公

開
の
際
に
、
年
間
を
通
し
て
邸
宅
内
に

残
る
収
蔵
品
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
タ
ン
ス
や
物
入
れ
、
引

き
出
し
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
品
々
を
公

開
時
に
見
学
で
き
る
よ
う
展
示
す
る
と

と
も
に
、
収
蔵
品
の
確
認
と
虫
干
し
な

ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
兼
ね
る
も
の
で
も

あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
４
月
に
は
書

斎
に
名
刺
・
筆
な
ど
の
文
具
類
を
、
７

月
に
は
お
櫃ひ
つ

、
弁
当
箱
、
食
器
類
を
台

所
に
、な
ど
。
季
節
ご
と
部
屋
ご
と
に
、

関
連
の
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
七し
っ
ぽ
う宝
や

漆
塗
り
の
煙
草
盆
・
煙
草
入
れ
な
ど
迎

賓
用
と
思
わ
れ
る
美
し
い
品
も
。
龍
次

郎
さ
ん
の
ツ
イ
ー
ド
三
揃
い
ス
ー
ツ
も

見
て
い
た
だ
く
な
ど
、
当
時
を
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
展
示
と
な
り
ま
し

た
。
保
存
活
動
が
始
ま
っ
た
当
初
の
調

査
以
来
、
確
認
し
て
い
な
い
も
の
も
多

い
の
で
、
守
り
人
た
ち
に
と
っ
て
も
初

め
て
見
る
収
蔵
品
が
多
く
、
日
用
品
か

ら
迎
賓
用
ま
で
様
々
な
品
を
見
つ
け
な

が
ら
、
楽
し
め
ま
し
た
。

	
（
守
り
人
Ｆ
＆
Ｎ
）

邸
宅
の
維
持
管
理
と
修
繕

２
０
２
２
年
度
も
、害
獣
忌
避
対
策
・

本
館
陸ろ
く

屋
根
の
雨
漏
り
対
応
を
行
っ
た

ほ
か
、
収
蔵
品
の
展
示
の
た
め
、
所
蔵

の
屏
風
二
隻
の
修
復
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
庭
内
に
ソ
ー
ラ
ー
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
を
設
置
、防
犯
対
策
と
し
ま
し
た
。

２
０
２
２
年
２
月
の
地
震
に
よ
る
毀き

損そ
ん

部
分
（
別
館
２
階
南
面
外
壁
の
一
部

剥
落
）
は
、
同
じ
く
被
害
の
あ
っ
た
敷

地
東
側
大
谷
石
塀
と
と
も
に
補
修
を
行

い
ま
し
た
。
本
館
外
部
の
給
水
バ
ル
ブ

が
寒
波
対
策
で
閉
め
た
ま
ま
開
か
な
く

な
っ
た
た
め
、
急
遽
オ
オ
ウ
チ
商
事
に

工
事
を
依
頼
。
今
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
に
バ
ル
ブ
を
新
設
し
、
水
道

メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
も
嵩
上
げ
し
ま
し

た
。
別
館
２
階
部
分
の
傾
き
に
つ
い
て

は
、
補
強
設
計
案
の
工
事
見
積
を
株
式

会
社
マ
ノ
ー
ル
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
機
器
の
見
直
し
を

行
い
、
全
館
で
使
用
可
能
と
な
り
ま
し

た
。	

（
守
り
人
Ｎ
）

	■邸宅の維持管理と修繕
11 剥落した外壁の補修。賑やかに補修が進みます  
12 外壁の剥落部分。漆喰が剥落し、下地の木摺り（き
ずり）が露出していました  13 守り人が左官補修に
チャレンジ  14 毎年恒例の年末大掃除も寒い中がん
ばりました  15 水道管周りも工事してもらい一安心   
16 穴の開いてしまった屏風  17 屏風も丁寧に補修し
ました  18 見事完了！ 補修には様々な道具を駆使

	■邸宅公開と収蔵品の展示
1 新しいガイドもデビュー  2 マスク姿でもガイドの溢れる熱意を
感じていただけたでしょうか  3 文具の展示では矢中龍次郎氏の名
刺も並びました  4 虫干しを兼ねて収蔵品を整理  5 電燈笠はこの
場所にも戦争があったことを思い起こす貴重な展示でした  6 オー
ダーメイドの三揃いスーツはとても素敵  7 掛け軸の掛け替えも季
節ごとに  8 お櫃やお茶碗、ふきんかけには懐かしさを感じる方も  
9 夏にはレトロな虫除けグッズを  10 煙草入れは宝箱のようでした

|3| |2|

1

3

45710

6

9

8

2

1114

12

15

13

1617

18



	■庭園の管理と整備
10 竹製のサイクルラックはどんどん進化しています  11 矢中の杜の表門ではサイ
クルラックと版築（はんちく）塀がおもてなし 12 早朝の涼しい時間から作業が進
みます  13 お稲荷様への道のクリスマスローズも見事に  14 大谷石の積み直しは
押し出した根っこの掘り返しから  15 中庭の池ではガマガエルが産卵  16 伸びす
ぎた庭木の手入れ  17 真っ赤なダリアは邸宅に似合います  18 紫陽花もきれいに
咲きました  19 奥庭の大王松の葉は作家さんの手で正月飾りにも

自然が
多い

中がき
れい

とても
広い

外や中
がきれ
い

草など
が多い

歴史的
建物が
綺麗

落ち着いた
時間が送れ

る
風通し
がいい

色
入口が
わから
ない

目立たな
い！・広
告・看板

草木が
多い

広い

ポス
テン

大き
い

矢中
の杜

a：建物の特徴
b：庭の特徴

c：居心地の特徴

d：周囲との関係

山

中がき
れい

場所が
い
い！！

つくば
山の葉&
木&草

中から見る
風景がきれ

い

場所が
分かり
にくい

庭がき
れい

古く珍しい
貴重な建物

高低差
がある

矢中式
陸屋根
がある

広い
木でか
こまれ
ている広い 建物が

でかい
庭がき
れい

緑が
多い

入口が
分かり
にくい

道路からだ
とわかりに
くい

 

 

    背景を設定 フレームを消去

つくばね学　マンダラート 全2回
1 / 3  

  共有
つくばね学 前期3年⽣

つ
く
ば
ね
学

２
０
２
２
年
度
も
筑
波
高
校
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
「
つ
く
ば
ね
学
」
の
実
習
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

前
期
は
新
３
年
生
４
名
が
庭
園
の
手

入
れ
や
整
備
の
ほ
か
、
生
徒
た
ち
か
ら

の
希
望
か
ら
、
奥
庭
側
の
看
板
の
製
作

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
ず
矢
中
の
杜

の
魅
力
の
抽
出
に
生
徒
た
ち
が
取
り
組

み
、
そ
の
内
容
を
受
け
て
守
り
人
が
デ

ザ
イ
ン
案
を
制
作
、
そ
の
中
か
ら
生
徒

た
ち
が
選
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
を
看
板
と
し

掲
示
し
ま
し
た
。（
木き

の野
陽ひ
な
た

氏
に
イ
ラ

ス
ト
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
）
ま

た
、「
秋
の
特
別
公
開
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
賑
や
か
な
矢
中
の

杜
を
体
験
し
て
く
れ
ま
し
た
。

後
期
９
月
か
ら
は
２
年
生
５
名
が
新

た
に
矢
中
の
杜
で
の
活
動
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。
大
王
松
の
落
ち
葉
を
集
め
る

と
こ
ろ
か
ら
敷
き
詰
め
ま
で
の
作
業
を

し
、
恒
例
に
な
っ
た
「
敷
松
葉
」
の
再

現
は
、
公
開
時
に
一
般
の
見
学
者
も
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。	（
守
り
人
Ｎ
）

庭
園
の
管
理
と
整
備

有
志
に
よ
る
「
庭
倶
楽
部
」
で
は
、

邸
宅
内
の
庭
や
旧
北
条
小
学
校
と
の
間

の
小
道
に
お
い
て
、
草
取
り
や
樹
木
の

伐
採
、
季
節
に
応
じ
た
花
な
ど
の
植
栽

と
い
っ
た
整
備
を
昨
年
に
引
き
続
き
行

い
ま
し
た
。

表
の
※

版は
ん
ち
く築
塀
の
前
に
置
い
て
い

る
、
伐
採
し
た
竹
を
利
用
し
た
サ
イ
ク

ル
ラ
ッ
ク
は
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

ク
に
乗
っ
て
い
る
会
員
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
改
良
し
て
作
り
直
し
、
２

月
に
は
２
つ
目
も
追
加
し
ま
し
た
。
近

隣
に
お
越
し
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
方
々

に
よ
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ

う
で
す
。

こ
れ
に
加
え
、
中
門
前
の
植
え
込
み

の
大
谷
石
積
み
を
補
強
・
積
み
直
し
た

り
し
た
ほ
か
、
土
壌
改
良
の
た
め
に
花

壇
に
竹
炭
を
混
ぜ
て
み
る
と
い
っ
た
試

み
も
し
て
い
ま
す
。	

（
守
り
人
Ｋ
）

※
版
築
（
は
ん
ち
く
）
…
土
を
突
き
固
め
て

重
ね
て
い
く
古
く
か
ら
の
技
法
。
矢
中
の

杜
の
表
門
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
守

り
人
た
ち
が
制
作
し
た
版
築
塀
が
あ
り
ま

す
。

	■つくばね学
1 恒例の大王松葉集め  2 矢中の杜の魅力を地域にもっと伝えるべ
く思案中  3 暑い中で草取りもお疲れ様でした  4 会報の製本もし
てもらいました  5 つくばね学とは別に、筑波大大学院世界遺産専
攻演習も受け入れました  6 ガラス窓拭きも丁寧に  7 木製の雨戸
に興味津々  8 ぱっと目をひく看板が完成  9 生徒たちによる矢中
の杜の魅力の抽出と分析。魅力がたくさん見つかりました
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邸
宅
利
用

２
０
２
２
年
度
は「
俳
句
会
」や「
着

物
商
品
の
撮
影
」、「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
」
の
場
所
と
し
て

邸
宅
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

俳
句
会
で
は
、
昭
和
の
邸
宅
の
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
切
り
取
っ
て
、
素
敵

な
俳
句
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
着

物
商
品
の
撮
影
で
は
、
柔
ら
か
な
光
の

も
と
で
邸
宅
の
雰
囲
気
に
溶
け
込
ん
だ

着
物
や
小
物
の
写
真
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
Ｅ
ｍ
ｉ
さ
ん
に
は
11
月
か
ら

定
期
レ
ッ
ス
ン
と
し
て
月
１
回
ご
利
用

い
た
だ
き
、
と
き
に
は
庭
園
の
草
花
も

使
っ
て
矢
中
の
杜
で
し
か
で
き
な
い
季

節
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
多
数
で
き
ま

し
た
。
定
期
レ
ッ
ス
ン
は
２
０
２
３
年

度
も
引
き
続
き
開
催
い
た
だ
け
る
と
の

こ
と
、
ご
一
緒
に
貸
切
の
贅
沢
な
空
間

で
お
花
遊
び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で

邸
宅
を
楽
し
ん
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。	

（
守
り
人
Ｙ
）

守
り
人
育
成
講
座

２
０
２
２
年
度
の
守
り
人
育
成
講
座

は
、
２
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
回
目
は
２
０
２
２
年
11
月
27
日
㈰

に
現
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
森
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
矢
中
の

杜
は
、
２
０
０
８
年
に
森
さ
ん
が
所
有

者
と
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
森
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
お
ら
れ

た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
活
動
が

始
ま
っ
た
の
か
、
大
変
興
味
深
い
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
２
月
12
日
㈰
に
は
、
毎

年
恒
例
の
理
事
長
が
講
師
を
務
め
る
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
旧
矢
中
邸

の
歴
史
や
特
徴
」「
文
化
財
保
護
制
度
」

「
保
存
活
用
活
動
の
経
緯
」
を
テ
ー
マ

に
、
２
時
間
か
け
て
、
矢
中
の
杜
を
深

く
知
る
た
め
の
講
座
で
す
。参
加
者
は
、

活
動
に
興
味
が
あ
る
と
参
加
し
て
く
れ

た
方
、
今
年
度
新
た
に
守
り
人
に
な
っ

て
く
れ
た
方
、
ベ
テ
ラ
ン
公
式
ガ
イ
ド

な
ど
。
皆
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。	

（
守
り
人
Ｉ
）

	■邸宅利用
9 三世代の生徒さんで仕上げたクリスマス
飾り  10 貸切の少人数でのレッスンは贅沢
です  11 しっかり花と向き合って  12 庭
園からの植物も生かして矢中の杜ならでは
のアレンジも
	■守り人育成講座

13-14 現オーナーの森さんが邸宅への想
いを語ります  15-16 理事長による講座は
宮清大蔵で開かれました

秋
の
特
別
公
開

筑
波
山
麓
秋
祭
り
２
０
２
２
に
合
わ

せ
て
、
所
蔵
の
屏
風
を
展
示
公
開
す
る

「
矢
中
の
杜　

秋
の
特
別
公
開
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
展
示
し
た
屏
風
絵

は
邸
宅
内
の
杉
戸
絵
な
ど
で
お
馴
染
み

の
南な
ん
ぶ部
春し
ゅ
ん
ぽ
う
邦
や
野の
ざ
わ沢
如じ
ょ
よ
う洋
に
よ
る
も
の

が
中
心
で
、
邸
宅
と
と
も
に
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

秋
祭
り
は
、
行
動
制
限
や
自
粛
の
風

潮
が
和
ら
ぎ
、
行
楽
や
外
出
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
大
変
盛
況

で
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
む
来
訪
者
も
目
立
ち

ま
し
た
。

展
示
と
し
て
皆
様
の
心
を
掴
ん
だ
の

は
、
表
玄
関
か
ら
続
く
廊
下
の
先
で
見

る
者
を
圧
倒
し
た
緑
雨
の
作
に
よ
る

二に
き
ょ
く
い
っ
せ
き

曲
一
隻
屏
風
「
鷹た
か

図ず

」、
そ
し
て
別

館
２
階
で
神
々
し
さ
を
放
っ
た
南
部
春

邦
に
よ
る「
鳳ほ
う

凰お
う

図ず

」で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
普
段
の
邸
宅
公
開
で
は

玄
関
を
彩
っ
て
い
る
南
部
春
邦
の
衝
立

「
菜さ
い
か果
図ず

／
海か
い

魚ぎ
ょ

図ず

」
は
、
龍
次
郎
さ

ん
が
長
い
時
間
を
過
ご
し
た
居
間
で
光

を
受
け
一
層
鮮
や
か
さ
を
増
し
て
い
ま

し
た
。	

（
守
り
人
Ｍ
Ｍ
）

	■秋の特別公開
1 廊下の奥に展示された「鷹図」  
2 「菜果図／海魚図」の衝立はい
つもと違って見えました  3 様々
なところでじっくり鑑賞  4 ふれ
あい館の皆様も賑やかにご見学  
5 書斎には屏風に関する豆知識
コーナーも  6 吉田建具製作所の
組子も並びました  7 じっくりと
見学していただけました  8 別館
2 階には圧巻の「鳳凰図」
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年 月 日 場所 活動内容
2022 4 10 矢中の杜 邸宅利用「俳句会」開催

5 13 矢中の杜 筑波大学大学院世界遺産専攻演習
5 22 矢中の杜 NPO 総会
6 19 栃木県宇都宮市大谷 守り人満喫デー（大谷訪問）
8 12 矢中の杜 夏期休業（〜 8/19）
8 29 矢中の杜 邸宅利用「KIMONOSAKURA 撮影」
9 4 御茶ノ水ソラシティ

（東京都千代田区）
第 18 回 住まいとコミュニティづくり活動助成事業成果発表会（2021 年度助成）
＆まちづくり NPO 交流の集い

10 29 矢中の杜 筑波山麓秋祭り「秋の特別公開」（〜 11/6 の土日祝）
11 12 矢中の杜 JR 駅からハイキング「門前町北条にある古い蔵と豪邸をめぐる」コース

（11/12, 19, 20）
11 20 矢中の杜 邸宅利用「フラワーアレンジメントレッスン」
11 27 矢中の杜 守り人育成講座（講師：森 洋）
12 2 矢中の杜 奥庭側看板掲示（つくばね学）
12 4 矢中の杜 別館外壁修繕作業
12 11 矢中の杜 邸宅利用「フラワーアレンジメントレッスン」
12 18 矢中の杜 年末大掃除
12 19 矢中の杜 年末年始休業（〜 1/6）

2023 1 21 矢中の杜 敷地東大谷石塀の修繕
1 22 矢中の杜 別館外壁修繕作業
1 22 矢中の杜 邸宅利用「フラワーアレンジメントレッスン」
2 5 矢中の杜 雛飾り・着物の虫干し
2 12 宮清大蔵 守り人育成講座（講師：井上美菜子）
2 12 矢中の杜 邸宅利用「フラワーアレンジメントレッスン」
3 19 矢中の杜 邸宅利用「フラワーアレンジメントレッスン」
3 26 つくば市小田 守り人満喫デー（小田訪問）

活動履歴

NPO 会員数（2023 年 3 月 31日現在）

正会員　17 名　／　友の会会員　32 名　／　賛助会員　8 名　　　計 57 名

年 月 日 掲載誌など名称 掲載内容
2022 5 「T-ACT のすすめ」 筑波大学 T-ACT の活動冊子に、矢中の杜での活動のレポートが掲載

5 同人誌「常陸野みちかの
ワークショップ・レポート」

2019 年 9 月開催の筑波大学トランスボーダー・マンガ・リサーチグルー
プによる「マンガでトランスボーダー VOL.4 マンガであなたとつくば
と世界をつなごう！」ワークショップの開催レポートで矢中の杜の紹介

9 7 読売新聞茨城版　
『文化財再考　保存・活用へ』

『歴史建造物「維持困難」』の記事の中で、
NPO 法人による保存の例として当法人の紹介

9 「月刊とも」2022 年 9 月号 「建物レポート」にて矢中の杜の紹介
12 写真集「大谷石　未来へ」 NPO 法人大谷石研究会による大谷石を使った建築物の写真集に

矢中の杜が事例の一つとして紹介
2023 2 9 「プレバト !!」TBS 系毎木曜日 番組内で木製冷蔵庫のブログ写真を使用、

エンドロールに「矢中の杜」を表示
2 北条地区プロモーション動画

「クリエイティブ＋ビューティフル
ネイチャーライフ＝北条」

つくば R8 アイディアソン北条チーム「北条アースワーク」により
撮影・制作された動画の中で紹介

2 筑波山麓秋祭り PR 動画 2022　
－北条・小田地区－

筑波山麓秋祭り HP で公開された「北条・小田地区」の紹介動画の中で
「矢中の杜　秋の特別公開」開催の様子を掲載

主なメディア掲載

守
り
人
満
喫
デ
ー 

（
大
谷
・
小
田
訪
問
）

２
０
２
２
年
６
月
19
日
㈰
、
大
谷
石

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
た
め
、
井

上
俊
邦
氏
案
内
の
も
と
産
地
の
見
学
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
街
歩
き
し
な

が
ら
地
元
石
材
店
の
多
様
な
大
谷
石
の

使
い
方
や
切
り
出
さ
れ
た
運
搬
前
の

石
、
大
谷
寺
の
日
本
最
古
の
石
仏
「
大

谷
観
音
」
や
重
要
文
化
財
の
「
大
谷
摩

崖
仏
」、
街
に
溶
け
込
ん
だ
「
ダ
ル
マ

岩
」、
カ
ネ
ホ
ン
採
石
場
な
ど
を
見
学

し
、
大
谷
石
の
魅
力
満
載
の
楽
し
い
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
３
月
26
日
㈰
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
小
田
地
区
の
古
民
家
活
用
や

街
づ
く
り
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
代
表
の
大
類
裕
幸
氏

の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
駄
菓
子
屋

だ
っ
た
磯
山
商
店
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
街
の
休
憩
所
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ

Ａ
Ｒ
（
タ
マ
リ
バ
）」
で
美
味
し
い
昼

食
を
頂
い
た
後
、
活
用
に
向
け
て
改
修

中
の
「
旧
永
田
邸
」
も
ご
案
内
頂
き
、

と
て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。	

（
守
り
人
Ｍ
＆
Ｓ
）

	■守り人満喫デー（大谷）
1 巨大な大谷石の壁の大谷景観公園  2 高さ 27 メートルもある平和観音  3 天然の岩肌を
直接掘って作られています  4 徳次郎石造りの民家が連なる西根集落  5 カネホン採石場で
は現在も採石している場所を見学  6 大谷磨崖仏のある観音堂でしっかりお参り  7 暑い日
でしたがたくさんのご参加ありがとうございました  
	■守り人満喫デー（小田）

8 小田の旧永田邸  9 TAMARIBAR では名物たまごかけご飯をまず撮影  10 旧永田邸で古
い新聞を発見
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